

















にくい 1T-CdI2型 TiS2をホスト結晶とし､そのファン･デル ･ワールス層間にゲスト原子











ホスト結晶 TiS2は 1T-CdI2型層状構造を有し (格子定数 a=3.40,C=5.70A)､これにゲ
ストの 3d原子Mを挿入すると､MxTiS2の面内距離 aは殆ど変化しないが､層間距錐 C は















向とで強い異方性を持っ (pa/pc～1012) .ExTiS2 のホール係数は殆ど負であるが (キャ








材xTiS2 の磁性もゲスト原子の種類や濃度により多様な振舞いを示す :VxTiS2 と HnxTiS2
は常磁性､CrxTi'S2 (Ⅹ≦3/4) 及び NixTiS2 (1/2≦x く3/4)は強磁性.特に､FexTiS2
はゲスト濃度 xによりスピングラス (x≦0.2)､クラスターグラス (0.2くⅩ≦0.4)､強磁
性 (x〉0.4)などの磁気秩序相を示し､また と事由を磁化容易方向とする強い異方性をもっ羊
とも大きな特徴である.更に､この物質系の各秩序相での線形 (xo)及び非線形磁化率 (x l､
x2､...)の温度依存性は､次のような振舞いを示す87'スピングラス相でIも 凍結温度 Tg












cm(T)の和で表せる′‥C(T)=了T.βT3 トcm･(T)O電子比熱係数 γ はゲス ト原子の種類や
濃度に依存するが､2-1-OamJ/mble･叔2<轟度であり､一般の金属 (-1mJ/mole･K2)や純粋な
3d金属 (5-10;mJ/mole･K2)に比べて極めて大きいことが注目されるO




なり､インダーカレーションにより EF府 近には Ti3dノ′ヾンド (図2)､EB=0-10Vにはゲ
ス ト原子の･,材3dバンドの寄与が見られる. 特に､共鳴光電子放出やXPSゐ差スペクトルか
1
ら､すべての-ゲスト原子の H3td準位の寄与がフェルミ準位 (E｡-0)から EB～10eVの広い範
囲に広がっていることが明らかたさ笹た..なお､EB〉6eVのⅩPS構造には光電子放出に伴I
う多体効果 (電荷移動サテライけ が魂れ 各原子内のクーロン･交換相互作用を取り入れた
局在 (クラスター)モデルで理解される｡
6.むすび



























0.1 0.2 0.3 0.4
X
図1.MxTiS2 フェル ミエネルギー
? ? ? ?
?
? ? ? ?
?















8 6 4 2
BJNDlNG ENERGY(eV)
Pis.I. Ans)e･integrated pholoemission spectra al
hw-62eV for (a)Ti).,･S1,(b) Mnl/｡TiS三,(C)
FelnTiSZ,(d)Co./｡TiSzand(e)NiInTiSZ･
図2.MxTiS2のUPSスペク トル8'
16 I2 8 4 OIEr
BINDINGENERGY(eY)
FlG.12.XPSsfhFCtraOrTiSzandMJTiSJiltheyal印CC･
bandre8ion･DiqcTeれCeSpectraktvccrLM･TISzandTiSz■rc
showJlbysひtidcurvesbeloweachortheM･TiSzspeclは･TTLe
TiSzsp"trumiscomprcdvilhatheL}rCticalXPSsrKCtrUmCal一
t･tJht亡dbyusingth- nely-banddensityOlstatesSIYenby
Yanasaki.Su7･tJki.ュndMotizukitRer･10)I
図3.MxTiS,のXPSスペク トル9)
-276-
